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実況コメントとテレビ番組表インタフェースによる番組シーン探索支援
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あらまし テレビ放送の多チャンネル化やサーバ型放送の普及により、ユーザが視聴可能な番組数は増加の一途をた
どっている。しかし、これら膨大な番組の中から、特定の番組の一部である、自分の興味に合致したシーンや、再度
視聴したいシーンを効率よく探索・視聴するのは容易ではない。本稿では、マイクロブログや掲示板で数多く投稿さ
れる実況コメントを利用し、番組内の注目箇所をキーワードに応じて特定し、それをテレビ番組表を模したインタ
フェースに重畳することで、ユーザ興味に応じたシーンを網羅的に効率よく探索・視聴する手法を提案する。シーン
検索結果をリスト形式で表示する従来方式と比較し、提案インタフェースの利点・問題点について検証する。
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Abstract The number of TV programs available for users has been rapidly increasing with the multiple number

of channels in TV broadcasting and the spread of server-based broadcasting. Since users do not have an unlimited

amount of time to view such content, however, there is a great need for users to efficiently search and view their

favorite scenes or specific scenes from the multitude of TV programs. In this paper, the method of assisting the com-

prehensive exploration of important scenes in TV programs is proposed. Important scenes are detected by analysing

live comments from microblog and BBS, and are overlapped on the interface similar to TV program listing. The

validity of the proposed interface is investigated by comparing with the conventional interface providing the list of

scenes in search results.
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1. は じ め に

近年、テレビ放送の多チャンネル化に加え、オンデマンド型
の番組再配信サービスをはじめ、番組視聴方法の多様化により、
一般ユーザが視聴可能なテレビ番組は日々増え続けている。し
かし、人間が視聴できる時間には限りがあり、増え続ける番組
の中から、本当に見たい番組、見たいシーンを検索し、それら
を効率よく閲覧できるナビゲーション技術が必要とされている。
多数の動画の中から自分の興味に関連しそうなものを検索す

る手段として、YouTube をはじめとする動画共有サービス等

で提供される動画検索機能がある。何らかのキーワードをクエ
リとして入力することで、検索結果がリスト形式で一覧表示さ
れ、その中から自分の見たい動画を選択する。
しかし、例えばこれを再配信の対象となるテレビ番組に適用

したとすると、入力クエリに合致した検索結果一覧から、自分
の興味に合致した番組 (あるいは番組シーン)かどうかを判定す
るために、一つの番組を再生画面で表示させ、スライダを操作
したり、再生画面と検索結果画面の画面遷移を繰り返すことが
必要となり、予想外に時間を浪費することが少なくない。限ら
れた時間では多くの候補に対する素早い確認をするのは困難で



あり、より効率的な仕組みを提供することが重要と考えられる。
一方、テレビ番組を見ながらマイクロブログや掲示板でその

番組に関する感想や意見などのコメントを投稿する、実況と呼
ばれる視聴形態が普及してきている。2012年のある調査 [1]に
よると、番組を見ながら、その番組に関する書き込みを見る人
の割合は 62％、番組を見ながら、その番組に関する書き込み
をする人の割合は 55 ％という結果が報告されている。また、
掲示板等ではその放送局・番組のカテゴリ別に書き込みが行わ
れ、Twitterでは番組・放送局を区別するためのハッシュタグ
を付けてツイートが行われているが、これら実況コメントを解
析することで、その番組内の盛り上がりシーンや、一定のセン
チメントに相当する注目箇所を特定する手法が提案されてい
る [2] [3]。本稿では、まず、これら実況コメントの解析による
番組内の特定シーン検出手法に注目する。
次に、テレビ番組を視聴する際に、テレビ番組表が広く利用

されている。新聞や雑誌のテレビ番組欄をはじめ、電子番組ガ
イド (EPG)の普及により、番組視聴する際の情報収集手段と
して現在最もよく利用されている形態であるといえる [4]。番組
表は、各放送局と放送時間による表形式でまとめられており、
見出しの表記や記号の活用により、限られたスペースで多様な
情報を効率よく一覧するためのさまざまな工夫がなされており、
一覧性が高いという特徴がある。本稿では、番組表の認知度と
一覧性の高さに注目する。
本稿では、これらを組み合わせ、マイクロブログや掲示板で

数多く投稿される実況コメントから、番組内の注目箇所をキー
ワードに応じて特定し、それをテレビ番組表を模したインタ
フェースに重畳することで、ユーザ興味に応じたシーンを網羅
的に効率よく探索・視聴する手法を提案する。提案手法に基づ
くインタフェースを実装し、動画検索結果をリスト形式で表示
する従来方式と比較することで、提案手法の利点・問題点につ
いて検証する。
本稿の構成は、以下の通りである。2節では、関連研究を紹

介し、提案手法の位置づけを明確化する。3節では、提案手法
について詳細に述べる。4節では、評価実験とその結果を示し、
考察を行う。最後に、5節で、まとめと今後の課題を整理する。

2. 関 連 研 究

これまでにも、実況コメントを利用した番組シーンの分析に
関する研究が活発に行われている。
上原ら [5]は、ドラマ番組の放送時に書き込まれる実況コメ

ントを対象として、一定時間間隔で連続して出現する人物名な
どのキーワードを検出することで、そのキーワードが話題と
なっている時間帯のシーンが求められることを示している。宮
森ら [2]は、スポーツ番組の放送時に書き込まれる実況コメン
トを対象として、コメント内の喜びや落胆を表すフレーズやア
スキーアート等の特徴的な表現、書き込み数等の汎用的な手が
かりを利用することで、番組の盛り上がり場面や視聴者の嗜好・
興味に沿った反応に関連するシーンを抽出することができるこ
とを示している。Shammaら [6]は、2008年の米国大統領候補
討論会における Twitterの書き込みを対象として、一定時間間

隔ごとの書き込み数の平均と標準偏差の和を超える書き込みが
ある区間を、書き込み活動のピークとして検出する手法を示し
ている。佃ら [3]は、ニコニコ動画サービスで付与されている
コメントを対象として、動画における登場人物の活躍場面の出
現パターンを 4 種類に分類し、「笑える」や「泣ける」といっ
た印象情報とともに利用することで、より視聴者の嗜好・興味
に沿った検索や推薦が実現できることを示している。
本研究では、マイクロブログや掲示板に投稿された実況コメ

ントの各書き込みを文書とみなし、Kleinbergのバースト判定
手法 [7]を用いて、特定のキーワードを含む書き込みのバース
ト状態を判定する。
番組概要の把握やシーン探索を効率よく行うための表示イン

タフェースに関する研究もこれまで数多く行われている。
TV2Web [8]では、映像セグメントのサムネイルと字幕デー

タからなるストーリーボードを異なる詳細度で構造化し、これ
ら構造データをズーム操作によってスムーズに切り替えること
で効率的な概要把握やシーン探索が可能であることを示して
いる。Video Manga [9]では、映像セグメントの重要度に応じ
て決まる、異なるサイズのキーフレーム画像をマンガのコマの
ように配置し、サマリーとして表示することで、より重要な場
面を視覚的に把握しやすくしている。これら従来手法のイン
タフェースでは、一つの番組内の概要を把握することが目的と
なっている。
本研究では、番組表を模したインタフェース上に、各放送局

の番組一覧を対応させ、各番組の割り当て矩形内で、あるキー
ワードに関する該当番組のバースト度合の変化を時系列に重畳
表示することで、複数の番組概要の把握と、興味に応じたシー
ン探索を効率よく支援することを意図している。

3. 提 案 手 法

3. 1 提示手法の目的
本手法の目的は、ユーザが入力したキーワードに関連した注

目シーンを、複数番組にわたって網羅的に効率よく探索・閲覧
できるようなナビゲーション機能を提供することである。本手
法では、入力クエリに応じた注目シーンを、実況コメントの
解析により検出し、番組表を模したインタフェースにグラデー
ションで重畳することで、この機能を実現する。ここで、プレ
ビュー時に、より尤もらしい注目シーンが表示されやすくなる
ように、不要な実況コメントの除去や、実況コメントの作成に
かかる時間を考慮したコメント投稿時刻の補正といった前処理
を行う。
3. 2 システム構成
本手法のシステム構成図を図 1に示す。
インターネット上の Twitterおよび 2ちゃんねるに書き込ま

れる、番組に関する実況コメントを収集し、これらからまず広
告系やスパム系の書き込みなど不要なコメントを除去する。
次に、形態素解析や特徴語抽出を行い名詞や特徴語などの

タームを抽出し、また、コメントの長さからコメントを打ち込
むのにかかる時間をおおまかに推定し、投稿日時を補正する。
その後に、収集したターム毎に出現時刻を集計し、一定時間



図 1 システム構成図

毎の出現頻度のデータを求め、そのデータに対してバースト検
出を行い、バースト区間の集合を得る。
一方、テレビ王国の番組表のページの HTMLデータを解析

することにより各番組名や放送局名、放送時間などのデータを
抽出する。
最後に、タームと番組名、番組内の各バースト区間とが対応

付けられたデータをインデックスとして生成する。
また、テレビ放送の映像は本来であれば全放送局の全番組を

常時録画し、システム利用時に注目シーンの開始部分の映像の
スクリーンショットとして必要となる映像のサムネイル画像な
どもあらかじめ準備しておき、映像データとして蓄積する。な
お、テレビ放送のうち字幕データも一緒に放送されている番組
に関しては同時に字幕データも抽出し、字幕データとして蓄積
する。これは、評価実験において投稿日時の補正でどの程度補
正されるのかを検証するため、評価実験においてこの字幕デー
タを利用する。なお、システム内ではこの字幕データは使用し
ない。
3. 3 実況コメントおよび映像、字幕データの取得
本稿では、各番組に対する感想や意見などの実況コメントを、

Twitterおよび 2ちゃんねるを対象として収集する。また、対
応するテレビ番組の映像も録画する。字幕 (クローズドキャプ
ション)が提供されている番組については、字幕データも合わ
せて取得する。
3. 3. 1 Twitterの実況コメントの収集
Twitterでは StreamingAPIを用いて、放送局・番組個別の

ハッシュタグが付いているツイートのみを収集する。なお、放
送局用のハッシュタグは手作業で収集した。それを表 1に示す。
また、番組個別のハッシュタグについては数が多く手作業で

収集するにはそれなりの手間がかかる。この番組個別のハッ
シュタグを効率よく収集するため、まず最初は放送局用のハッ
シュタグのみを用いてツイート検索し、その際に放送局のタグ
と一緒に付与されているハッシュタグを収集する。その後、登
場回数順に降順に並び替えた後に上位から番組のハッシュタグ
としてふさわしいものかどうかを人手で確認し、放送局とハッ
シュタグの対応付けのリストを加えていく。この手法で表 1の

表 1 放送局毎によく使用されているハッシュタグ
放送局 ハッシュタグ ( # は省略、複数記述)

NHK 総合 nhk,NHK,nhkgtv,NHK G

E テレ etv,ETV,nhketv,NHKETV,E テレ
MBS 毎日放送 mbs,MBS, 毎日放送
ABC テレビ abctv,ABCTV,ABC テレビ
関西テレビ ktv,KTV, 関西テレビ, 関テレ
読売テレビ ytv,YTV

KBS 京都 kbs,KBS,KBS 京都
テレビ朝日 tvasahi,TVasahi,Tvasahi,tvAsahi, テレ朝, テレビ朝日

TBS テレビ tbs,TBS,tbstv,TBSTV

TOKYO MX tokyomx,TOKYOMX,TokyoMX,mxtv

テレビ東京 tvtokyo,TVtokyo,tv tokyo,TVTOKYO, テレビ東京

フジテレビ fujitv,FujiTV,Fujitv,fujiTV

日本テレビ ntv,NTV, 日テレ

データを含めて現在約 150 個のデータの組が収集済みである
が、今後更に増やす予定である。
3. 3. 2 2ちゃんねるの実況コメントの収集
2ちゃんねるでは放送局・番組用の板に書き込まれる実況コ

メントを収集した。これらのコメントは放送局毎に板で分かれ
ているため、板からどの番組に対するコメントなのかを区別す
ることができる。これらの取得したデータから、投稿日時とコ
メント内容を取り出しデータとして利用する。
3. 4 ノイズ除去
上記で取得した実況コメントでの Twitter のコメントのう

ち、リツイート (公式リツイート、非公式リツイートどちらも)、
mention関連のツイート (@username というように@の後ろの
ユーザー名が入る形式の文字列が含まれるツイート)はテレビ
放送を見てリアルタイムに実況しているコメントとは考え難く、
ノイズとして結果に反映される可能性が高いのでこのようなツ
イートを除去する。
また、1つのツイート中に 3つ以上の異なる放送局のハッシュ

タグが含まれているものは広告・スパム系のツイートと判断し、
ノイズとならないよう除去する。
そ の 後 、Twitter か ら の 実 況 コ メ ン ト に お い て 、

「http://t.co/」から始まる URL の部分とハッシュタグ (日本
語ハッシュタグも含めて)の部分を除去したものを準備する。
3. 5 投稿時刻の補正
その後、注目シーンの開始時刻を精度良く求めるために、実

況コメントの内容からタイピングや投稿にかかるおおよその時
間を推定し、投稿日時を補正する。
視聴者の反応のきっかけとなるシーンがテレビ局から放映さ

れてから、実況コメントとして反映されるまでには図 2のよう
に様々なタイムラグが生じることになる。それらの各部分は不
確定な部分が多く、これらの時間を求めるのは容易ではないが、
視聴者がコメントを打ち始めてから打ち終えるまでにかかる時
間についてはコメントの長さからの推定が期待できる部分であ
る。そこで本稿では、宮森らの提案した手法 [2]を利用するこ
とにする。



図 2 きっかけとなるシーンが放映されてから実況コメントとして反
映されるまでの流れ

3. 5. 1 コメント投稿にかかる時間の推定
通常コメントの投稿時刻と該当のシーンが放映された時刻は

一致しなく、コメント投稿までには時間がかかる。この時間を
以下の式で表現する。
Te = Tv′－δt

δt = α・l + tr

ここで Tv′はコメントの投稿時刻、δt は該当シーンが放映
されてからコメント投稿が反映されるまでの時間であり、l は
実況コメントの文字数、 α は 1文字入力する際にかかる時間、
tr はユーザが該当シーンを見てからコメントを打ち始めるまで
の時間である。なお、α と tr の値は通常は検討を繰り返しな
がら決定する。
本研究では、α = 0.2、tr = 5 として投稿にかかる時間の推

定を行い、投稿時刻の補正を行った。
この補正を行うことにより、図 3のように検出されるバース

ト区間がやや早めにシフトし、より適したバースト区間が検出
されることが期待され、最終的により尤もらしい結果が得られ
ることが期待される。

図 3 投稿日時の補正によって生じる検出されるバースト区間の変化

3. 6 実況コメントからのターム抽出
実況コメントを日本語形態素解析 JUMAN [10]により形態素

解析し、名詞・動詞・未定義語・特殊・感動詞・副詞と判別され
た単語を収集する。また、Yahoo!デベロッパーネットワークが
提供するキーフレーズ抽出 API [11]を用いて、抽出されたキー
フレーズを収集する。この API では文章中の複合名詞や特徴
語を含めたキーフレーズが抽出できる。この形態素解析および

キーフレーズ抽出で収集した単語やキーフレーズをタームとし
て収集する。
次に、収集したタームを元に検索用のインデックスのデータ

を生成する。まず、各実況コメントに対して、Twitterの場合
はツイートは実況コメントに含まれるハッシュタグから該当す
る放送局を判定し、2ちゃんねるの場合は書き込まれた板から
どの放送局の番組に対して書き込まれたコメントなのかが判定
できる。そして、各実況コメントに対して各タームの語句が実
況コメント中に含まれているかそうでないかを判断し、含まれ
ている場合は、そのキーワードと、実況している放送局 (また
は番組名)とコメントの投稿日時を組として集積しインデック
スを生成する。
3. 7 重要シーンの開始時刻の抽出手法
検索クエリに応じた重要シーンを抽出するために、インデッ

クスからそのキーワードの登場時刻を放送局別に集計し、そ
れに対して Kleinbergのバースト判定手法 [7]を利用して重要
シーンを検出する。
3. 7. 1 Kleinbergのバースト判定手法
Kleinbergの考案したバースト解析アルゴリズムで、一定時

間ごとに区切って集めたコメントの集合に対して、まず enu-

meratingバーストのアルゴリズムを適用する。
最も簡単なモデルとして 2状態のオートマトン A2 を定義し、

非バースト状態を q0、バースト状態を q1 とする。そして、入
力 (次の区切り区間中のコメント数)で 2つのいずれかの状態に
遷移する。なおここでは実況コメントのうち、検索クエリの文
字列を含むコメントを「関連コメント」、そうでないコメント
を「非関連コメント」として扱い、バーストしているかどうか
はコメント集合中の関連コメントの割合によって決められる。
解析する期間において、一定時間ごとに区切って各放送局

別に番組に対するコメント数を集計し、m 個のコメント集合
B1,...,Bm が存在する状況を考える。このとき、t番目のコメン
ト集合を Bt、そのコメント集合に含まれるコメントの数を dt

とおく。また、その中で検索クエリが含まれるコメントの数を
rt とおく。よって、解析する期間における全てのコメントの数

D は D =
m∑
t=1

dt 、解析期間における全ての関連コメントの数

Rは R =

m∑
t=1

rt と表すことができる。

次に、オートマトンの 2状態に対してそれぞれ期待値を割り
当てる。初期状態である非バースト状態 q0 には、解析期間全

体から算出した期待値 p0 =
R

D
を割り当てる。一方で、バース

ト状態 q1 には、p0 にパラメータ sをかけた p1=p0s を割り当
てる。ただし、パラメータ sは s＞ 1 かつ p1 <= 1となるよう
に値を取り、sの値が小さいほどコメント集合中の検索クエリ
が含まれているコメントの割合が低くてもバーストと見なされ
やすくなる。
バースト解析は、コメント集合が与えられたときに考えられ

る全ての状態の系列について、その系列を通るためのコストを
計算し、最もコストが小さくなる系列を解とする。その解の系
列の状態に応じてバースト期間と非バースト期間を決定する。



状態遷移は dt と rt が入力となって決まり、状態の系列は
q=(qi1,...,qim)と表される。なお、qim は、m番目の区切られ
た時間中のコメント集合によって決定された状態 qi (i = 0, 1)

である。そして、コメント集合中の関連記事が二項分布 B(dt,

pi)にしたがって現れるであろうという前提のもと、状態 qi に
いることに対するコスト関数 σ (i, ri, dt) を以下のように定義
する。

σ (i, rt, dt) =－ ln

[(
dt
rt

)
prti (1－ pi)

dt－ rt

]
ただし、閾値付近の入力が続くとバースト状態と非バースト

状態が頻繁に切り替わり不自然な遷移をする可能性がある。こ
れを防ぐために、現在の状態 qi から次の状態 qj への状態遷移
を妨げる関数 τ(i, j)を定義する。

τ(i, j)

{
(j － i)γ (j > iのとき)

0 (j <= iのとき)

τ はパラメータ γ によって調節が可能である。なお、本研究
のように特に理由がない場合は γ = 1とする。
これまでで述べた、ある状態 q にいることに対するコスト関

数 σ と、状態遷移にペナルティを課す関数 τ を使って、状態
の系列 q を通るため際のコスト関数を定義する。

c(q｜rt, dt) =

(
m−1∑
t=0

τ(it, it+1)

)
+

(
m∑
t=1

σ(it, rt, dt)

)

この値が最も小さくなるようなコストの系列が解である。な
お、オートマトン A2 は 2つのパラメータ s、γ によって決ま
るため A2

s,γ と表記する。本稿では、s = 2、 γ =1として処理
を行う。
3. 8 番組情報抽出
テレビ番組表を提供しているサイトの 1 つであるテレビ王

国 [12]から、番組に関する情報 (番組名、放送開始時刻、放送
終了時刻) の情報を収集する。具体的には、番組表ページの
HTMLを取得し、HTMLソースから IEPGへのリンク部分を
参照することで、番組表の全番組の IEPGデータをダウンロー
ドする。そして、各 IEPGファイルから番組名、放送開始時刻、
放送終了時刻にあたる箇所を抽出する。
3. 9 検索用インデックスの生成
クエリが入力された際にスムーズに結果を出力できるよう、

これまでの説明で収集したターム毎のコメントの出現頻度、
バースト箇所、番組に関する情報を整理し、最終的な検索用の
インデックスを生成する。
3. 10 重要シーンの提示およびナビゲーション手法
まず番組表インタフェースは、時間軸を横方向に取ったもの、

縦方向に取ったものの 2種類を準備し、ユーザがどちらを表示
させるか選択できるものとする。また、番組表には番組ごとに
枠で区切られ、枠内には番組名を表示する。なお、枠内に番組
名が収まりきらない場合は枠の大きさに応じて表示する文字数
を調整する。そして、その番組表インタフェース中に、単位時

間毎の検索クエリの登場回数を色の濃さで重畳して表現する。
時間軸を横方向に取ったものを図 4、縦方向に取ったものを

図 5に示す。なお、この図では比較的広い時間範囲の情報が表
示されているが、時間軸の尺度はユーザが任意に変更して表示
することができる。

図 4 時間軸を横方向に取った場合の探索インタフェース

図 5 時間軸を縦方向に取った場合の探索インタフェース

また、コメントの登場頻度がバーストしている箇所、すなわ
ち登場頻度の色の濃い箇所にマウスポインタを重ねるとその箇
所の映像のサムネイル画像が表示される。この時の様子を図 6、
7に示す。

図 6 マウスポインタを重ねた時にサムネイル画像が表示される様子

また、これより先は未実装ではあるが、各バースト箇所にマ
ウスポインタを重ねてさせてサムネイル画像が表示された際に



図 7 マウスポインタを重ねた時にサムネイル画像が表示される様子

クリックするとプレイヤーが起動しその箇所の実際の映像が再
生できるものとする。なお、プレイヤー下部には、再生位置を
任意に変更できるシークバーや、時系列順で前後のバースト箇
所へ再生位置を移動するボタンを設ける予定である。

4. 評価実験と考察

4. 1 評 価 実 験
現段階では検索結果をリスト表示およびグラデーション表示

で提示する段階までしか実装が進んでいないため、本稿では予
備的な評価実験として、リスト表示とグラデーション表示によ
るインタフェースを比較しユーザビリティの検証を試みた。
本稿で提案した探索インタフェースで横方向に時間軸を取っ

たものを提案手法Ａ、縦方向に時間軸を取ったものを提案手法
Ｂ、リスト形式で表示する従来からの方法を比較手法とし、こ
の 3つのインタフェースのユーザビリティを比較・検証するの
がこの実験の目的である。実験では、10名の被験者にこの 3つ
のインタフェースを実際に利用してもらい、以下の 7つの調査
項目について 5段階評価によるアンケート調査を行った。

• 見やすさ
• 使いやすさ
• 探索のしやすさ
• 網羅のしやすさ
• 盛り上がりの強さの分かりやすさ
• 盛り上がりの変化の分かりやすさ
• 総合的な評価
なお、5段階評価は、1が悪く、5が良いという評価基準であ

る。アンケート調査の各項目における平均値と標準偏差を図 8

に示す。
4. 2 評価実験の考察
前節の評価結果に対して、有意水準 5%でウィルコクソンの

符号付順位和検定を行った。
比較項目が 3つあるため、まず提案手法 Aと比較手法で検定

を行っところ、網羅のしやすさ、盛り上がりの変化の分かりや
すさ、総合的な評価の 3項目において評価に差があるといえ、
他の項目は差があるとはいえない結果となった。次に、提案手
法 Bと比較手法で検定を行ったところ、先ほどと同じく網羅の
しやすさ、盛り上がりの変化の分かりやすさ、総合的な評価の

図 8 アンケート調査の各項目における平均値と標準偏差

3項目において評価に差があるといえ、他の項目は差があると
はいえない結果となった。
このような結果が得られた理由であるが、提案手法の方は番

組表インタフェースを用いており全体が見渡しやすいため網羅
性に優れ、また色の濃さでグラデーションを用いているため盛
り上がりの変化の分かりやすさの点においても優れているため
ではないかと考えられる。一方で、比較手法のリスト形式での
提示手法は各バースト区間のバースト度順でソートされており、
探索のしやすさや盛り上がりの強さの項目においては比較手法
の方も優れているため差があるとはいえない結果になったので
はないかと考えられる。
また、提案手法 Aと提案手法 Bで検定をおこなったところ

全項目において差があるとはいえない結果となった。そこで、
この 2つの提示手法において被験者からのコメントをまとめた
ところ以下のような意見が目立った。

• パソコンの画面はほとんどが横長で、横に時間軸を取っ
た方が 1画面に 24時間分が収まりやすく俯瞰性に優れていて、
逆に縦に時間軸を取った場合は 1画面に収まりにくく俯瞰性に
乏しい。

• 縦にスクロールする機能を持つホイール付きのマウスを
使う場合、時間軸を横に取るとスクロールしづらい。

• 縦に時間軸を取る形式は新聞のテレビ欄と同じ形式なの
で馴染みがあり、内容を把握しやすい。

• 使用用途や人によってユーザビリティが変化する。
これら以外に、スクロールする際のデバイス (マウスまたはト
ラックパッドまたはタッチパネル端末におけるスライド操作)

によってもユーザビリティが変化すると考えられる。
よって、提案手法 Aと提案手法 Bでどちらが優れているか

については賛否両論がありどちらが優れているかというのは結
論付けることはできないため、2種類の提示手法を準備しユー
ザが好みの手法を選択できるようにするのが最適ではないかと
考えている。
4. 3 今後の予定
これまでに述べた評価実験の結果は番組情報 (各番組の枠と

番組名の表示)の機能とマウスポインタを重ねた際のサムネイ
ル画像表示機能が未実装の段階で行った実験である。また、今
後はバースト区間をクリックすることによりプレイヤーを起動
し、その箇所の実際の映像を再生する機能を実装する予定であ



る。これらの機能があるのとないのでは見栄えが大きく変わり
評価にも大きく影響する可能性があるため、実装が終えた後に
評価実験を行い再度検証を進める予定である。

5. まとめと今後の課題

本稿では実況コメントを利用した重要シーンのナビゲーショ
ン手法およびよりプレビューを効率的に行えるように開始時刻
を精度良く求める手法について提案した。
予備実験では、従来から存在するリスト表示による結果表

示インタフェースと、本稿で提案した番組表を模したインタ
フェースに重要部分をグラデーションで重畳する手法とで、重
要シーンを探索する際にどのような違いがあるかを検証した。
予備実験の結果から、本稿で提案した手法の方が重要シーンを
網羅的に探索するインタフェースとして優れているということ
が確認できた。
今後は、バースト箇所のプレイヤーによる映像再生機能等を

実装して注目シーンを効率よく探索・閲覧できる機能を盛り込
み、再度評価実験を行い検証を進める予定である。
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